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『
源
氏
物
語（

（
（

』
若
菜
上
巻
に
は
、「
正
月
二
十
三
日
」
の
「
子
の
日
」
に
、「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
養
父
で
あ
る
源
氏
に
「
四
十
」
の

「
賀
」
と
し
て
「
若
菜
」
を
献
上
し
、
賀
宴
を
催
す
場
面
が
あ
る
。

　

さ
る
は
、
今
年
ぞ
四
十
に
な
り
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
御
賀
の
こ
と
、
お
ほ
や
け
に
も
聞
こ
し
め
し
過
ぐ
さ
ず
、
世
の
中
の
営
み
に
て
、

か
ね
て
よ
り
響
く
を
、
事
の
わ
づ
ら
ひ
多
く
い
か
め
し
き
こ
と
は
、
昔
よ
り
好
み
た
ま
は
ぬ
御
心
に
て
、
み
な
返
さ
ひ
申
し
た
ま
ふ
。

　

正
月
二
十
三
日
、
子
の
日
な
る
に
、
左
大
将
殿
の
北
の
方
、
若
菜
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
。
か
ね
て
気
色
も
漏
ら
し
た
ま
は
で
、
い
と
い
た

く
忍
び
て
思
し
ま
う
け
た
り
け
れ
ば
、
に
は
か
に
て
、
え
諫
め
返
し
き
こ
え
た
ま
は
ず
。
忍
び
た
れ
ど
、
さ
ば
か
り
の
御
勢
ひ
な
れ
ば
、

渡
り
た
ま
ふ
儀
式
な
ど
、
い
と
響
き
こ
と
な
り
。

　

南
の
殿
の
西
の
放
出
に
御
座
よ
そ
ふ
。
屛
風
、
壁
代
よ
り
は
じ
め
、
新
し
く
払
ひ
し
つ
ら
は
れ
た
り
。［
中
略
］
螺
鈿
の
御
厨
子
二

『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
に
お
け
る
源
氏
の
四
十
の
賀
の
准
拠

―
玉
鬘
主
催
の
賀
宴
に
つ
い
て

―
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具
に
、
御
衣
箱
四
つ
据
ゑ
て
、
夏
冬
の
御
装
束
、
香
壺
、
薬
の
箱
、
御
硯
、
泔
坏
、
搔
上
の
箱
な
ど
や
う
の
も
の
、
内
々
き
よ
ら
を
尽

く
し
た
ま
へ
り
。［
中
略
］

　

人
々
参
り
な
ど
し
た
ま
ひ
て
、
御
座
に
出
で
た
ま
ふ
と
て
、
尚
侍
の
君
に
御
対
面
あ
り
。［
中
略
］
い
と
若
く
き
よ
ら
に
て
、
か
く

御
賀
な
ど
い
ふ
こ
と
は
、
ひ
が
数
へ
に
や
と
お
ぼ
ゆ
る
さ
ま
の
、
な
ま
め
か
し
く
人
の
親
げ
な
く
お
は
し
ま
す
を
、
め
づ
ら
し
く
て
、

年
月
隔
て
て
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
は
、
い
と
恥
づ
か
し
け
れ
ど
、
な
ほ
け
ざ
や
か
な
る
隔
て
も
な
く
て
、
御
物
語
聞
こ
え
か
は
し
た

ま
ふ
。
幼
き
君
も
い
と
う
つ
く
し
く
て
も
の
し
た
ま
ふ
。［
中
略
］

　
　
玉
鬘　

若
葉
さ
す
野
辺
の
小
松
を
ひ
き
つ
れ
て
も
と
の
岩
根
を
い
の
る
今
日
か
な

［
中
略
］
御
若
菜
さ
ま
ば
か
り
ま
ゐ
れ
り
。
御
土
器
と
り
た
ま
ひ
て
、

　
　
源
氏　

小
松
原
末
の
よ
は
ひ
に
引
か
れ
て
や
野
辺
の
若
菜
も
年
を
つ
む
べ
き

［
中
略
］
御
土
器
く
だ
り
、
若
菜
の
御
羹
ま
ゐ
る
。�

（『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
、
五
十
四
～
五
十
八
頁
）

　

こ
の
場
面
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
書
よ
り
准
拠
の
指
摘
が
み
え
る
。

　

近
年
で
は
、
山
中
裕
氏
が
「『
源
氏
物
語
』
若
菜
巻
に
つ
い
て
」（『
源
氏
物
語
の
史
的
研
究（

（
（

』
所
収
）
に
お
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
古
注

釈
書
の
記
述
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
歴
史
書
の
記
録
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
正
月
二
十
三
日
、
子
の

日
な
る
に
、
左
大
将
殿
の
北
の
方
、
若
菜
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
」
の
場
面
に
つ
い
て
は
、『
河
海
抄
』
の
「
延
長
二
（
九
二
四
）
年
正
月
二
十
一

日
と
二
十
五
日
」、『
花
鳥
余
情
』
は
「
同
（
延
長
二
年
）
正
月
二
十
五
日
」
の
記
述
に
ふ
れ
ら
れ
、

［
上
略
］『
河
海
抄
』
の
挙
げ
る
延
長
二
年
正
月
二
十
五
日
の
場
合
は
、
宇
多
法
皇
が
醍
醐
天
皇
の
四
十
の
賀
を
祝
う
も
の
で
、
し
か
も
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こ
の
日
は
子
の
日
で
あ
る
。

　

か
よ
う
な
面
か
ら
『
河
海
抄
』
が
、
こ
れ
を
挙
げ
る
の
は
、
一
応
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。　
（
三
三
九
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
若
菜
の
御
羹
ま
ゐ
る
」
の
場
面
に
つ
い
て
は
、『
花
鳥
余
情
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
延
長
御
記
』
の
記
録

に
ふ
れ
ら
れ
、
先
程
の
「
延
長
二
年
正
月
二
十
五
日
」
の
宴
が
准
拠
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
浅
尾
広
良
氏
は
「
光
源
氏
の
算
賀
―
四
十
賀
の
典
礼
と
准
拠
―
」（『
源
氏
研
究　

第
七
号（

（
（

』
所
収
）
に
お
い
て
、
歴
史
上
の
算

賀
の
記
録
と
古
注
釈
書
の
記
述
を
検
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
玉
鬘
主
催
の
源
氏
の
四
十
賀
は
「
正
月
子
の
日
」
の
賀
宴
と
し
て
『
河
海

抄
』
と
『
花
鳥
余
情
』
が
共
に
「
延
長
二
（
九
二
四
）
年
正
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
醍
醐
天
皇
四
十
賀
を
指
摘
」
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ

ら
れ
、「
古
注
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
延
長
二
年
正
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
醍
醐
天
皇
四
十
賀
に
拠
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玉
鬘
主
催
の
源
氏
の
四
十
賀
に
設
え
ら
れ
た
「
螺
鈿
の
御
厨
子
」
の
調
度
に
つ
い
て
は
、『
河
海
抄
』
に
「
宇
多

法
皇
四
十
賀
と
五
十
賀
」
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、「
古
注
に
指
摘
の
あ
る
通
り
、
宇
多
法
皇
の
四
十
賀
と
五
十
賀
に
も
用
意
さ

れ
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
賀
宴
の
主
催
者
が
女
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た

観
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
く
。

二

　

そ
れ
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
書
に
は
、
第
一
章
で
掲
げ
た
も
の
の
他
に
、
ど
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

源
氏
の
和
歌
の
注
釈
と
し
て
、『
河
海
抄（

（
（

』
に
は
、

『源氏物語』若菜上巻における源氏の四十の賀の准拠3



こ
松
は
ら
す
ゑ
の
よ
は
ひ
に
ひ
か
れ
て
や
野
へ
の
わ
か
な
も
年
を
つ
む
へ
き

　

春
日
の
ゝ
わ
か
な
ゝ
ら
ね
と
君
か
た
め
年
の
か
す
を
も
つ
ま
む
と
そ
思
ふ�

（『
河
海
抄
』
若
菜
上　

四
六
六
頁
）

と
引
歌
の
指
摘
が
あ
り
、
九
条
稙
通
の
『
孟
津
抄（

（
（

』
に
お
い
て
も
、

小
松
原
す
ゑ
の
よ
は
ひ
に
ひ
か
れ
て
や
野
へ
の
わ
か
な
も
年
を
つ
む
へ
き

　

春
日
の
ゝ
わ
か
な
な
ら
ね
と
君
か
た
め
と
し
の
か
す
を
も
つ
ま
ん
と
そ
思
ふ�

（『
孟
津
抄
』
若
菜
上　

三
〇
八
頁
）

と
『
河
海
抄
』
に
指
摘
の
あ
る
和
歌
を
引
歌
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
院
通
勝
の
『
岷
江
入
楚（

（
（

』
も
『
河
海
抄
』
の
説
を
踏
襲
し
、
引
歌
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

私
家
集
大
成
の
『
伊
勢
集
Ⅰ（

（
（

』（
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
『
い
せ
』）
に
は
、

　
　

五
条
の
内
侍
の
か
み
御
四
十
賀
を
、
き
よ
つ
ら
の
み
ふ
卿
の
つ
か
ま
つ
り
た
ま
ふ
屛
風
の
ゑ
に
わ
か
な
つ
む
と
こ
ろ

春
野
に
わ
か
な
ゝ
ら
ね
と
君
か
た
め
と
し
の
か
す
を
も
つ
ま
む
と
そ
お
も
ふ�

（『
伊
勢
集
Ⅰ
』　

六
二　

私
家
集
大
成
）

と
い
う
和
歌
が
あ
る
。
こ
の
和
歌
は
『
伊
勢
集
Ⅱ（

（
（

』（
群
書
類
従
本
系　

島
田
良
二
蔵
『
伊
勢
集
』）
に
お
い
て
は
、

　
　

な
い
し
の
か
み
の
御
四
十
の
賀
、
き
よ
つ
ら
の
民
部
卿
し
給
ふ
御
屛
風
に
若
菜
つ
む
所
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春
の
ゝ
の
わ
か
な
ゝ
ら
ね
と
君
か
為
年
の
数
を
も
つ
ま
ん
と
そ
思�

（『
伊
勢
集
Ⅱ
』　

六
四　

私
家
集
大
成
）

と
い
う
本
文
に
な
っ
て
い
て
、『
伊
勢
集
Ⅲ（

（
（

』（
正
保
版
本
歌
仙
家
集
『
伊
勢
集
』）
で
は
、

　
　

此
内
侍
の
か
み
の
四
十
の
賀
を
清
貫
の
民
部
卿
つ
か
う
ま
つ
り
給
け
る
御
屛
風
の
若
菜
つ
み
た
る
と
こ
ろ
に

春
の
ゝ
の
わ
か
な
な
ら
ね
と
君
か
た
め
年
の
か
す
を
も
つ
ま
む
と
そ
思�

（『
伊
勢
集
Ⅲ
』　

六
一　

私
家
集
大
成
）

と
い
う
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
和
歌
は
、『
拾
遺
和
歌
集（
（（
（

』
に
も
入
集
し
て
い
る
。

　
　
（
五
条
内
侍
の
か
み
の
賀
民
部
卿
清
貫
し
侍
り
け
る
時
、
屛
風
に
）（
伊
勢
）

春
の
野
の
わ
か
な
な
ら
ね
ど
き
み
が
た
め
年
の
か
ず
を
も
つ
ま
ん
と
ぞ
思
ふ

�

（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
五　

賀　

二
八
五　

新
編
国
歌
大
観
）

　

ま
た
、
こ
の
和
歌
は
『
古
今
和
歌
六
帖（
（（
（

』
に
も
入
集
し
て
い
て
、
紫
式
部
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
に
お
い
て
も
、
有
名
な
和
歌
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

清
水
婦
久
子
氏
は
、「
源
氏
物
語
の
和
歌
と
引
歌
―
和
歌
か
ら
物
語
り
へ
―
」（『
源
氏
物
語
の
展
望　

第
七
輯（
（（
（

』
所
収
）
の
中
で
、
前
掲

の
伊
勢
の
和
歌
と
『
拾
遺
抄（
（（
（

』
所
引
、

『源氏物語』若菜上巻における源氏の四十の賀の准拠5



　
　

わ
か
な
を
御
覧
じ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
融
院
御
製

春
日
野
に
多
く
の
年
は
積
み
つ
れ
ど
老
い
せ
ぬ
物
は
若
菜
な
り
け
り�

（『
拾
遺
抄
』
巻
第
九　

雑
上　

三
七
六　

新
編
国
歌
大
観
）

に
よ
り
、
源
氏
の
「
小
松
原
…
」
の
和
歌
が
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
「
若
菜
の
物
語
の
基
に
な
っ
た
」
と
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
伊
勢
の
和
歌
に
つ
い
て
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

当
該
和
歌
は
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』
で
は
「
春
野
に
わ
か
な
」
と
い
う
本
文
で
あ
る
が
、『
伊
勢
集
Ⅱ
』
及
び
『
伊
勢
集
Ⅲ
』
で
は
「
春
の
ゝ
の

わ
か
な
」
と
い
う
本
文
と
な
っ
て
い
る
。『
伊
勢
集
Ⅰ
』
の
初
句
「
春
野
に
」
は
五
文
字
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
表

記
は
「
春
野
」
と
あ
る
が
、「
春
の
野
」
と
し
て
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
「
春
の
野
の
わ
か
な
」
と
い
う
本
文
で
採

録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
和
歌
は
、『
河
海
抄
』、『
孟
津
抄
』、『
岷
江
入
楚
』
に
指
摘
の
あ
る
引
歌
に
お
い
て
、「
春
日
の
ゝ
わ
か
な
」

と
い
う
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』
の
「
春
野
（
春
の
野
）
に
わ
か
な
」
や
『
伊
勢
集
Ⅱ
』『
伊
勢
集
Ⅲ
』
の
「
春
の
ゝ

（
春
の
野
）
の
わ
か
な
」、『
拾
遺
和
歌
集
』
の
「
春
の
野
の
わ
か
な
」
と
い
う
本
文
が
、『
河
海
抄
』、『
孟
津
抄
』、『
岷
江
入
楚
』
に
お
い
て

は
、「
春
日
の
ゝ
（
春
日
野
の
）
わ
か
な
」
と
い
う
本
文
で
享
受
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、「
若
菜
」
の
景
物
が
、

「
春
の
野
」
や
「
春
日
の
（
春
日
野
）」
と
共
に
、
和
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
用
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
、「
春
の
野
」
の
「
の
」
と
「
春
日
の
（
春
日
野
）」
の
「
日
」
の
文
字
は
、
写
本
に
お
い
て
判
別
の
つ
き
に
く
い
文
字
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
混
同
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
能
因
歌
枕
（
廣
本
）（
（（
（

』
に
は
、「
野
を
よ
ま
ば
、
さ
が
野
、
か
た
野
、
み
や
ぎ
野
、
春
日
野
な
ど
よ
む
べ
し
。」
と
あ
り
、「
國
々
の
所
々

名
」
の
「
大
和
國
」
の
項
に
「
か
す
が
野
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、『
八
雲
御
抄（
（（
（

』
の
「
名
所
部
」
の
「
野
」
に
は
、「
か大

和す
が
」
の
地
名

と
共
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
多
い
景
物
の
一
つ
に
「
若
菜
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
藤
原
範
兼
の
『
五
代
集
歌
枕（
（（
（

』
に
は
当
該
和
歌
が
、

6



　
　
　
　
　
　
（
か
す
が
の　

大
和
）

同
（
拾
）　

春
日
野
の
わ
か
な
ゝ
ら
ね
ど
君
が
た
め
年
の
數
を
も
つ
ま
ん
と
ぞ
思
ふ�

（『
五
代
集
歌
枕
』　

日
本
歌
学
大
系　

別
巻
一
）

と
し
て
、
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
新
編
国
歌
大
観
に
お
い
て
、「
若
菜
」
と
共
に
詠
ま
れ
た
和
歌
で
、「
春
の
野
」
と
「
春
日
野
」
が
通
用
し
て
い
る
用
例
を
確
認

し
て
お
こ
う
。『
頼
基
集（
（（
（

』
に
は
、

　
　

天
暦
御
時
屛
風
に
、
は
る
の
の
に
わ
か
な
つ
む
と
こ
ろ

こ
こ
ば
く
の
と
し
つ
み
く
れ
ど
か
す
が
の
に
お
ふ
る
わ
か
な
は
お
い
せ
ざ
り
け
り�

（『
頼
基
集
』　

一　

新
編
国
歌
大
観
）

と
い
う
和
歌
が
あ
る
。
こ
の
和
歌
は
、
詞
書
に
「
は
る
の
の
に
わ
か
な
」
と
あ
る
が
、「
か
す
が
の
に
お
ふ
る
わ
か
な
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
忠
見
集（
（（
（

』
に
は
、

　
　

か
す
が
の
の
わ
か
な

春
の
の
の
く
さ
は
み
ど
り
に
な
り
に
け
り
わ
か
な
つ
ま
む
と
た
れ
か
し
め
け
む�

（『
忠
見
集
』　

二
九　

新
編
国
歌
大
観
）

と
い
う
和
歌
が
あ
る
。
こ
の
和
歌
は
、
詞
書
に
は
「
か
す
が
の
の
わ
か
な
」
と
あ
る
が
、「
春
の
の
の
く
さ
」「
わ
か
な
つ
ま
む
」
と
詠
ま
れ
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て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
新
編
私
家
集
大
成
に
お
い
て
、「
若
菜
」
と
共
に
詠
ま
れ
た
和
歌
で
、「
春
の
野
」
と
「
春
日
野
」
を
通
用
し
て
い
る
、
あ
る
い

は
混
同
し
て
い
る
用
例
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
『
素
性
集
Ⅰ（
（（
（

』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
一
』
所
収
、『
素
性
集　

色
紙
本
』）
に
は
、

　
　

右
大
将
四
十
賀
屛
風
に
、
わ
か
な

か
す
か
の
に
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
よ
を
い
は
ふ
こ
ゝ
ろ
は
神
そ
し
る
ら
ん�

（『
素
性
集
Ⅰ
』　

四
〇　

新
編
私
家
集
大
成
）

と
い
う
和
歌
が
あ
り
、「
か
す
か
の
（
春
日
野
）」
と
「
わ
か
な
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
素
性
集
Ⅲ（
（（
（

』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

『
平
安
私
家
集
七
』
所
収
、『
素
性
法
師
集　

唐
草
装
飾
本
』）
に
も
、

　
　

い
つ
み
の
大
将
の
卌
賀
の
屛
風
に

春
日
野
に
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
よ
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る
ら
ん�

（『
素
性
集
Ⅲ
』　

四
一　

新
編
私
家
集
大
成
）

と
あ
り
、「
春
日
野
」
と
「
わ
か
な
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、『
素
性
集
Ⅱ（
（（
（

』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
一
』
所
収
、

『
素
性
集　

唐
紙
本
』）
に
は
、

　
　
　
　

左
大
将
四
十
賀
屛
風
に
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古　

は
る
の
ゝ
の
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
よ
を
い
は
ふ
こ
ゝ
ろ
は
神
そ
し
る
ら
ん�

（『
素
性
集
Ⅱ
』　

三
〇　

新
編
私
家
集
大
成
）

と
あ
り
、「
は
る
の
ゝ
（
春
の
野
）
の
わ
か
な
」
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
若
菜
」
の
景
物
と
共
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
多
い
「
春
日
野
」
は
、「
春
の
野
」
と
通
用
さ
れ
た
り
、
混
同
さ
れ
た
り
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
五
、
賀
、
二
八
五
番
歌
の
「
五
条
内
侍
の
か
み
の
賀
」
の
「
屛
風
」
と
い
う
詞
書
に
つ
い
て
、

小
町
谷
照
彦
氏
は
、『
拾
遺
和
歌
集（
（（
（

』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店
）
の
注
釈
に
お
い
て
、「
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
十
月
十
四

日
、
尚
侍
藤
原
満
子
四
十
賀
屛
風
歌
」
と
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
紀
略（
（（
（

』
の
延
喜
十
三
年
十
月
の
記
録
に
は
、「
十
四
日
壬
午
。
於
二
內
裏
一
賀
二
尙
侍
從
三
位
藤
原
滿
子
四
十
筭
一。」
と
あ
り
、
こ
の

日
、
内
裏
に
お
い
て
、「
尙
侍
」
の
「
藤
原
滿
子
」
の
「
四
十
」
の
算
賀
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、『
河
海
抄
』
に
、

こ六
条
院とし
そ
よ
そ
ち
に
な
り
給
け
れ
は
御
賀
の
事

［
中
略
］

御
記
云
延
喜
十
三
年
十
月
十
四
日
是
日
於
西
方
賜
尙
侍
藤
原
朝
臣
四
十
算
賀
未
刻
撤
西
庇
障
子
渡
殿
蔀
等
西
庇
自
南
四
間
鋪
御
座

西
面
第
五
間
鋪
尙
侍
座
南
面�

（『
河
海
抄
』
若
菜
上　

四
六
四
～
四
六
五
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
り
、「
延
喜
十
三
年
十
月
十
四
日
」
に
行
わ
れ
た
「
尙
侍
藤
原
朝
臣
（
滿
子
）」
の
「
四
十
算
賀
」
の
こ
と
を
准
拠
の
例
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の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、『
西
宮
記（
（（
（

』
に
は
、「
賜
女
官
賀
事
」
と
し
て
、

延
喜
十
三
年
十
月
十
四
日
、
賜
尙
侍
藤
原
朝
臣
卌
算
賀
、
於
西
方
有
此
儀
、
未
剋
撤
西
庇
障
子
、
渡
殿
蔀
、
西
廂
自
南
第
四
間
鋪
御
座
、

西
面
、
第
五
間
鋪
尙
侍
座
、
南
面
、
第
六
間
立
棚
厨
子
、
有
覆
、
四
基
、
一
基
置
薰
物
筥
各
二
合
、
一
基
置
納
女
裝
束
筥
四
合
、
一
基
置
女
裝
束

筥
四
合
、
一
基
綾（マ

ヽ
）絹各
卌
疋
、
其
東
北
施
四
尺
屛
風
四
帖
、
已
上
二
具
竝
所
被
物
也
、

申
剋
尙
侍
藤
原
朝
臣
參
上
、
卽
供
御
膳
、
女
藏
人
等
賜
尙
侍
饌
、
用
樣
器
折
敷
、
打
敷
等
鋪
物
並
用
羅
綾
、
殿
上
男
六
七
人
、
持
自
北
方
至
簾
下
、

女
藏
人
等
轉
賜
之
、
典
侍
宜
子
朝
臣
給
盃
四
度
、
訖
召
中
務
卿
親
王
、
太
宰
帥
親
王
、
左
衞
門
督
藤
原
朝
臣
卽
參
進
、
卽
依
仰
各
進
盃
、

其
後
賜
御
盃
云
々
、
其
後
侍
臣
依
仰
奏
絃
歌
、
主
上
彈
和
琴
、
中
務
卿
箏
、
帥
琵
琶
、
克
明
親
王
琴
、
藤
原
朝
臣
及
侍
臣
六
七
人
唱
歌
、
于
時
藤

原
朝
臣
、
申
事
由
權
中
納
言
藤
原
朝
臣
、
勅
許
之
後
、
藤
原
朝
臣
參
入
、
把
盞
給
侍
臣
等
、

闌
之
後
、
被
仰
云
、
宜
流
盃
之
次
、
聊

獻
倭
歌
、
左
衞
門
督
召
伊
衡
兼
茂
等
、
令
上
題
、
卽
伊
衡
上
題
、
侍
臣
唱
哥
、
次
尙
侍
敍
正
三
位
、
震
筆
、
卽
親
王
已
下
及
藤
原
氏
大

夫
奏
賀
喜
、
權
中
納
言
被
聽
昇
殿
、
其
後
絃
哥
數
曲
、
至
曉
給
祿
、
親
王
納
言
御
衣
、
餘
侍
臣
疋
絹
、
尙
侍
從
者
聊
給
饗
饌
、
以
內
藏
絹

卌
疋
給
之
、
其
中
高
品
者
六
人
、
加
給
褂
衣
、�

（『
西
宮
記
』
巻
十
二　

一
九
七
頁
）

と
い
う
記
録
が
あ
る
。「
延
喜
十
三
年
十
月
十
四
日
」
に
、「
尙
侍
藤
原
朝
臣
（
滿
子
）」
が
「
卌
（
四
十
）」
の
「
算
賀
」
を
賜
わ
っ
た
こ
と
、

「
西
廂
」
の
「
南
」
よ
り
「
第
四
間
」
に
「
御
座
」
が
鋪
か
れ
た
こ
と
、
調
度
と
し
て
、「
棚
厨
子
」
に
「
薰
物
筥
」
や
「
裝
束
筥
」
が
置
か

れ
て
い
た
こ
と
、「
屛
風
四
帖
」
が
設
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、「
御
膳
」
が
供
さ
れ
た
こ
と
、
親
王
や
公
卿
が
奏
楽
の
遊
び
を
行
な
っ
た
こ
と
、

和
歌
の
献
詠
が
あ
っ
た
こ
と
、
暁
に
至
り
「
祿
」
を
賜
わ
っ
た
こ
と
、
等
が
知
ら
れ
る
。
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『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
、「
尚
侍
」
の
玉
鬘
が
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
し
、「
若
菜
」
を
献
上
す
る
場
面
の
続
き
と
し
て
、

楽
人
を
召
さ
ず
に
暁
方
ま
で
親
王
や
公
卿
が
奏
楽
の
遊
び
を
す
る
場
面
や
、
参
集
し
て
い
た
人
々
へ
の
豪
華
な
「
禄
」
や
玉
鬘
へ
の
「
贈

物
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
場
面
が
あ
る
。

［
上
略
］
楽
人
な
ど
は
召
さ
ず
。
御
笛
な
ど
、
太
政
大
臣
の
、
そ
の
方
は
と
と
の
へ
た
ま
ひ
て
、
太
政
大
臣
「
世
の
中
に
、
こ
の
御
賀
よ

り
、
ま
た
め
づ
ら
し
く
き
よ
ら
尽
く
す
べ
き
こ
と
あ
ら
じ
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
す
ぐ
れ
た
る
音
の
か
ぎ
り
を
、
か
ね
て
よ
り
思
し
ま
う

け
た
り
け
れ
ば
、
忍
び
や
か
に
御
遊
び
あ
り
。
と
り
ど
り
に
奉
る
中
に
、
和
琴
は
、
か
の
大
臣
の
第
一
に
秘
し
た
ま
ひ
け
る
御
琴
な
り
、

さ
る
物
の
上
手
の
、
心
を
と
ど
め
て
弾
き
馴
ら
し
た
ま
へ
る
音
い
と
並
び
な
き
を
、
他
人
は
搔
き
た
て
に
く
く
し
た
ま
へ
ば
、
衛
門
督

の
か
た
く
辞
ぶ
る
を
責
め
た
ま
へ
ば
、
げ
に
い
と
お
も
し
ろ
く
、
を
さ
を
さ
劣
る
ま
じ
く
弾
く
。［
中
略
］
心
に
ま
か
せ
て
、
た
だ
搔

き
合
は
せ
た
る
す
が
搔
き
に
、
よ
ろ
づ
の
物
の
音
調
へ
ら
れ
た
る
は
、
妙
に
お
も
し
ろ
く
、
あ
や
し
き
ま
で
響
く
。
父
大
臣
は
、
琴
の

緒
も
い
と
緩
に
張
り
て
、
い
た
う
下
し
て
調
べ
、
響
き
多
く
合
は
せ
て
ぞ
搔
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
。
こ
れ
は
、
い
と
わ
ら
ら
か
に
上
る
音

の
、
な
つ
か
し
く
愛
敬
づ
き
た
る
を
、
い
と
か
う
し
も
は
聞
こ
え
ざ
り
し
を
と
親
王
た
ち
も
驚
き
た
ま
ふ
。
琴
は
兵
部
卿
宮
弾
き
た
ま

ふ
。
こ
の
御
琴
は
、
宜
陽
殿
の
御
物
に
て
、
代
々
に
第
一
の
名
あ
り
し
御
琴
を
、
故
院
の
末
つ
方
、
一
品
の
宮
の
好
み
た
ま
ふ
こ
と
に

て
賜
り
た
ま
へ
り
け
る
を
、
こ
の
を
り
の
き
よ
ら
を
尽
く
し
た
ま
は
ん
と
す
る
た
め
、
大
臣
の
申
し
賜
り
た
ま
へ
る
御
伝
へ
伝
へ
を
思

す
に
、
い
と
あ
は
れ
に
、
昔
の
こ
と
も
恋
し
く
思
し
出
で
ら
る
。
親
王
も
、
酔
泣
き
え
と
ど
め
た
ま
は
ず
、
御
気
色
と
り
た
ま
ひ
て
、

琴
は
御
前
に
譲
り
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
。［
中
略
］
唱
歌
の
人
々
御
階
に
召
し
て
、
す
ぐ
れ
た
る
声
の
限
り
出
だ
し
て
、
返
り
声
に
な

る
。
夜
の
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
、
物
の
調
べ
ど
も
な
つ
か
し
く
変
り
て
、
青
柳
遊
び
た
ま
ふ
ほ
ど
、
げ
に
ね
ぐ
ら
の
鶯
お
ど
ろ
き
ぬ
べ
く
、

い
み
じ
く
お
も
し
ろ
し
。
私
事
の
さ
ま
に
し
な
し
た
ま
ひ
て
、
禄
な
ど
、
い
と
警
策
に
ま
う
け
ら
れ
た
り
け
り
。
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暁
に
、
尚
侍
の
君
帰
り
た
ま
ふ
。
御
贈
物
な
ど
あ
り
け
り
。�

（『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
、
五
十
八
～
六
十
一
頁
）

『
河
海
抄
』
に
は
、

か
く
人
な
と
は
め
さ
す

　

延
喜
十
三
年
尙
侍
賀
御
記
云
命
侍
臣
令
奏
絃
哥
自
弾
和
琴
曲
中
務
卿
親
王
弾
箏
帥
親
王
弾
琵
琶
克
明
親
王
弾
琴
云
々
不
召
楽
人
事
此

　

等
例
歟�

（『
河
海
抄
』
若
菜
上　

四
六
六
～
四
六
七
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
り
、「
賀
」
の
行
事
の
際
に
楽
人
を
召
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、「
延
喜
十
三
年
」
の
「
尙
侍
」
の
「
滿
子
」
の
「
賀
」
を

准
拠
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、『
孟
津
抄
』
は
、

楽
人
な
と
は
め
さ
す　
［
中
略
］
河
海
命
侍
臣
令
奏
絃
哥
例
ア
リ�

（『
孟
津
抄
』
若
菜
上　

三
〇
九
頁
）

と
し
、『
河
海
抄
』
に
准
拠
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
岷
江
入
楚
』
も
、

が
く
人ニ
ン

な
と
は
め
さ
す　
河
延
喜
十
三
年
尚
侍
賀
御
記
云
命
二シ
テ
侍
臣
一ニ
令
レム
奏
絃
哥
一ヲ
自
ラ
弾
二
和
琴
一ヲ
中
務
卿
親
王
弾
二
琵
琶
一ヲ
克
明
親
王

弾
レス
琴
ヲ
云
　々

不
レ
召
二
楽
人
一ヲ
事
此
等
ノ
之
例
歟�

（『
岷
江
入
楚
』
若
菜
上　

二
五
五
頁
）
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と
し
、『
河
海
抄
』
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
前
掲
の
『
伊
勢
集
Ⅰ
』
の
六
二
番
歌
と
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
に
お
い
て
、「
尚
侍
」
の
玉
鬘
が
源
氏
の
「
四

十
」
の
「
賀
」
を
主
催
す
る
場
面
を
比
較
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
詞
書
は
、「
四
十
」
の
「
賀
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』
は
「
五
条
の
内
侍
の
か

み
」
の
「
賀
」
で
あ
り
、「
内
侍
の
か
み
」
は
被
賀
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
源
氏
物
語
』
で
は
「
尚
侍
」
の
玉
鬘
は
賀
の
主
催
者
で
あ
る

と
い
う
点
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、「
内
侍
の
か
み
（
尚
侍
）」
の
女
性
が
「
賀
」
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
一
致

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』
は
「
屛
風
の
ゑ
」
に
詠
み
添
え
ら
れ
た
和
歌
で
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
に
も
「
屛
風
」
が
設
え
ら
れ
て
い
る
。

　

和
歌
の
表
現
に
つ
い
て
は
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』
は
「
春
野
」
の
「
わ
か
な
」
が
詠
ま
れ
て
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
源
氏
の
和
歌
に
は
「
野

辺
」
の
「
若
菜
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』
は
「
と
し
の
か
す
を
も
つ
ま
む
と
そ
お
も
ふ
」
と
詠
ま
れ
て
い
て
、『
源
氏
物

語
』
の
源
氏
の
和
歌
に
は
「
年
を
つ
む
べ
き
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』
の
六
二
番
歌
は
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
に
お
い
て
、「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
養
父
の
源
氏
の
「
四
十
」

の
「
賀
」
を
主
催
す
る
場
面
と
類
似
す
る
点
も
多
い
こ
と
か
ら
、『
河
海
抄
』、『
孟
津
抄
』、『
岷
江
入
楚
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
紫
式
部

が
当
該
和
歌
を
引
き
用
い
た
と
い
う
可
能
性
も
高
い
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
に
お
い
て
は
、「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
の
主
催
者
で
あ
る
の
に

対
し
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』
の
六
二
番
歌
で
は
、「
内
侍
の
か
み
」
の
女
性
は
被
賀
者
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
相
違
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『源氏物語』若菜上巻における源氏の四十の賀の准拠13



三

　

そ
れ
で
は
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
の
「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
養
父
で
あ
る
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
の
宴
を
主
催
す
る
場
面
に

お
い
て
、
そ
の
他
の
和
歌
を
引
き
用
い
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
河
海
抄
』
は
、「
尙
侍
藤
原
朝
臣
（
滿
子
）」
の
「
四
十
算
賀
」
を
准
拠
の
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、「
滿
子
」
が
関
わ
る
賀
は

他
に
も
あ
る
。
第
二
章
で
挙
げ
た
『
素
性
集
』
の
和
歌
は
、『
古
今
和
歌
集（
（（
（

』
巻
第
七
、
賀
歌
に
採
録
さ
れ
て
い
て
、「
内
侍
の
か
み
」
が
賀

の
主
催
者
で
あ
る
。

　
　

内
侍
の
か
み
の
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
の
四
十
賀
し
け
る
時
に
、
四
季
の
ゑ
か
け
る

　
　

う
し
ろ
の
屛
風
に
か
き
た
り
け
る
う
た　
　
　
（
そ
せ
い
法
し
）

か
す
が
の
に
わ
か
な
つ
み
つ
つ
よ
ろ
づ
世
を
い
は
ふ
心
は
神
ぞ
し
る
ら
む

�

（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七　

賀
歌　

三
五
七　

新
編
国
歌
大
観
）

　

さ
て
、『
古
今
和
歌
集
』
は
幸
い
に
多
く
の
写
本
が
伝
来
し
て
い
る
が
、『
古
今
集
校
本（
（（
（

』
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の
本
文
も
「
か
す
か
の
」

の
「
わ
か
な
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
和
歌
は
「
か
す
か
の
」
の
「
わ
か
な
」
の
本
文
で
享
受
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
貴
族
の
人
々
に
と
っ
て
、『
古
今
和
歌
集
』
は
必
須
の
教
養
で
あ
っ
た
。
村
上
天
皇
女
御
の
藤
原
芳
子
は
『
古
今
和

歌
集
』
二
十
巻
を
全
て
暗
記
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
梅
枝
巻
に
は
、
明
石
の
姫
君
の
裳
着
に
際
し
て
、
蛍
兵
部
卿
宮
か

ら
、「
延
喜
帝
の
、
古
今
和
歌
集
」
が
贈
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
。
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
に
は
、
源
氏
が
北
山
に
紫
の
ゆ
か
り
の
少

14



女
を
見
い
だ
し
て
、
後
見
を
申
し
出
る
場
面
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
祖
母
の
尼
君
が
、

尼
君　

ゆ
く
て
の
御
事
は
、
な
ほ
ざ
り
に
も
思
ひ
た
ま
へ
な
さ
れ
し
を
、
ふ
り
は
へ
さ
せ
た
ま
へ
る
に
、
聞
こ
え
さ
せ
む
方
な
く
な
む
。

ま
だ
難
波
津
を
だ
に
は
か
ば
か
し
う
つ
づ
け
は
べ
ら
ざ
め
れ
ば
、
か
ひ
な
く
な
む
。

�

（『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻　

二
二
八
～
二
二
九
頁
）

と
返
答
し
て
い
る
。
尼
君
は
若
紫
の
少
女
の
こ
と
を
「
ま
だ
難
波
津
を
だ
に
は
か
ば
か
し
う
つ
づ
け
は
べ
ら
ざ
め
れ
ば
、
か
ひ
な
く
な
む
」

と
い
う
が
、
こ
の
「
難
波
津
」
は
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
「
そ
へ
う
た
」
の
例
歌

む
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
、
お
ほ
さ
ざ
き
の
み
か
ど
を
そ
へ
た
て
ま
つ
れ
る
う
た

　

な
に
は
づ
に
さ
く
や
こ
の
花
ふ
ゆ
ご
も
り
い
ま
は
は
る
べ
と
さ
く
や
こ
の
は
な

と
い
へ
る
な
る
べ
し�

（『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序　

新
編
国
歌
大
観
）

の
こ
と
で
あ
る
。
尼
君
は
、
若
紫
の
少
女
が
ま
だ
幼
く
て
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
「
そ
へ
う
た
」
の
例
歌
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
難
波

津
」
の
歌
、
こ
れ
は
「
手
習
歌
」
で
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
「
難
波
津
」
の
歌
さ
へ
、
連
綿
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
古
今
和
歌
集
』
が
当
時
の
貴
族
社
会
に
お
い
て
必
須
の
教
養
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。

　

な
お
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
は
、「
後
人
の
書
き
入
れ
」
と
す
る
説
が
有
力
で
は
あ
る
も
の
の
、『
古
今
和
歌

『源氏物語』若菜上巻における源氏の四十の賀の准拠15



集
』
仮
名
序
に
、「
い
は
ひ
う
た
」
の
例
歌
と
し
て
、
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
片
桐
洋
一
氏
は
、『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
上
）（
（（
（

』
の
「
古
今
和
歌
集
総
説
」
で
、「『
古
今
集
』
の
伝
本
」
に
つ
い
て
の
解
説

を
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
元
永
本
」
に
つ
い
て
は
、

元
永
三
年
（
一
一
二
〇
）
七
月
二
十
四
日
書
写
の
奥
書
を
持
っ
て
い
て
書
写
年
代
が
わ
か
る
の
と
、
仮
名
序
お
よ
び
巻
一
～
二
十
の
す

べ
て
を
備
え
た
完
本
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
は
平
安
時
代
書
写
の
『
古
今
集
』
と
し
て
は
唯
一
の
例
で
あ
っ
て
貴
重
で
あ
る
。
源
俊

頼
の
筆
と
伝
え
て
い
た
が
、
近
年
は
藤
原
定
実
の
筆
と
す
る
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
国
宝
。　
（
四
三

頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
『
古
今
和
歌
集
（
元
永
本
）（
（（
（

』
の
仮
名
序
に
は
、

　

む
つ
に
は
い
は
ゐ
哥

こ
の
と
の
は
む
へ
も
と
み
け
り
さ

き
く
さ
の
み
つ
は
よ
つ
は
に
と
の

つ
く
り
せ
り

と
い
へ
る
こ
と
の
た
く
ひ
な
る
へ
し

こ
れ
は
よ
を
ほ
め
て
か
み
に
つ
か
は

16



ふ
る
な
り
こ
の
哥
い
は
ゐ
哥
と
は
み
え

す
な
む
あ
る

春
日
野
に
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ

つ
よ
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る

ら
む

こ
れ
ら
や
す
こ
し
か
な
ふ
へ
か
ら
む

と
あ
る
。『
古
今
和
歌
集　

元
永
本
』
は
、「
元
永
三
年
（
一
一
二
〇
）
七
月
二
十
四
日
」
の
書
写
奥
書
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
紫
式
部
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
か
ら
約
百
年
後
に
書
写
さ
れ
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
写
本
の
仮
名
序
の
本
文
に
、「
い
は
ゐ
哥
」
の
例
歌
と
し
て
、「
春
日
野

に
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
よ
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る
ら
む
」
と
い
う
和
歌
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
今
日
の
我
々
は
、
藤
原
定
家
が
校
合
書
写
し
た
青
表
紙
本
系
統
の
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
そ
の
藤
原

定
家
筆
『
古
今
和
歌
集　

嘉
禄
二
年
本（
（（
（

』
の
仮
名
序
に
は
、

む
つ
に
は
い
は
ひ
う
た

　

こ
の
と
の
は
む
へ
も
と
み
け
り
さ
き
く
さ
の

　

み
つ
は
よ
つ
は
に
と
の
つ
く
り
せ
り
と
い
へ
る
な
る
へ
し

　
　

こ
れ
は
世
を
ほ
め
て
神
に
つ
く
る
也
こ
の
う
た
い
は
ひ

　
　

う
た
と
は
見
え
す
な
む
あ
る
か
す
か
の
に
わ
か
な
つ
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み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
世
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る
ら
む

　
　

こ
れ
ら
や
す
こ
し
か
な
ふ
へ
か
ら
む

と
あ
る
。
藤
原
定
家
が
嘉
禄
二
年
に
書
写
し
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
の
本
文
に
も
、「
い
は
ひ
う
た
」
の
例
歌
と
し
て
、「
か
す
か
の

に
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
世
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る
ら
む
」
と
い
う
和
歌
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
「
い
は
ひ
う
た
」
の
例
歌
の
「
か
す
か
の
（
春
日
野
）
に
…
」
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、「
後
人
の
書
き
入
れ
」

と
す
る
説
が
有
力
で
は
あ
る
も
の
の
、
誰
が
ど
の
時
点
で
「
書
き
入
れ
」
を
し
た
の
か
に
は
、
諸
説
あ
る
。

　

顯
昭
の
『
古
今
集
序
注（
（（
（

』
に
は
、

ム
ツ
ニ
ハ
イ
ハ
ヒ
ウ
タ

　

コ
ノ
ト
ノ
ハ
ム
ベ
モ
ト
ビ
ケ
リ
サ
キ
ク
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ヨ
ツ
バ
ニ
ト
ノ
ヅ
ク
リ
セ
リ

ト
イ
ヘ
ル
コ
ト
ノ
タ
グ
ヒ
ナ
ル
ベ
シ
。

古
注
云
、
コ
レ
ハ
ヨ
ヲ
ホ
メ
テ
カ
ミ
ニ
ツ
グ
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
歌
イ
ハ
ヒ
ウ
タ
ト
ハ
ミ
エ
ズ
ナ
ム
ア
ル
。

　

カ
ス
ガ
ノ
ニ
ワ
カ
ナ
ツ
ミ
ツ
ヽ
ヨ
ロ
ヅ
ヨ
ヲ
イ
ハ
フ
コ
ヽ
ロ
ハ
神
ヤ
シ
ル
ラ
ン

コ
レ
ラ
ヤ
ス
コ
シ
カ
ナ
フ
ベ
カ
ラ
ン
。
オ
ホ
ヨ
ソ
ム
ク
サ
ニ
ワ
カ
レ
ム
コ
ト
ハ
、
エ
ア
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
ニ
ナ
ム
。

　
　

�

公
任
卿
注
云
、
六
曰
レ
頌
、
注
云
、
美
二
盛
德
之
形
容
一、
吿
二
神
明
一
也
。
祝
歌
之
體
也
。
抑
風
雅
頌
者
異
レ
體
、
賦
比
興
者
異
レ
詞
。

以
二
彼
三
詞
一
成
二
此
三
形
一
云
々
。

　
　
［
下
略
］
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と
あ
る
。

　

小
沢
正
夫
氏
は
「
平
安
前
期
の
歌
論
と
中
国
詩
論
―
藤
原
公
任
の
歌
論
を
中
心
と
し
て
―
」（『
古
今
集
と
漢
文
学（
（（
（

』
所
収
）
に
お
い
て
、

［
上
略
］
顕
昭
は
「
古
注
」
と
「
公
任
注
」
と
の
二
語
を
使
い
分
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、『
顕
昭
注
』
だ
け
を
資
料
と
し
て
考
え
る
な
ら

ば
、「
公
任
注
」
と
は
真
名
序
だ
け
の
注
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
仮
名
序
古
注
の
筆
者
・
年
代
な
ど
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
公
任

は
こ
れ
を
知
っ
て
い
て
、
真
名
序
の
注
を
執
筆
し
な
が
ら
古
注
に
対
し
て
不
満
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。　
（
二
四
四
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

顯
昭
の
『
古
今
集
序
注
』
に
は
「
古
注
」
と
「
公
任
卿
注
」
の
区
別
が
あ
る
。
そ
し
て
、
顯
昭
の
『
古
今
集
序
注
』
の
書
誌
学
的
な
位
置

は
、「
古
注
」
が
「
公
任
卿
注
」
に
先
行
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
小
沢
氏
が
指
摘
を
さ
れ
た
よ
う
に
、「
仮
名
序
古
注

の
筆
者
・
年
代
」
な
ど
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
公
任
は
こ
の
「
古
注
」
の
「
書
き
入
れ
」
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
藤
原
公
任
と
同
時
代
の
紫
式
部
も
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
「
い
は
ひ
う
た
」
の
例
歌
に
、「
春
日
野
（
か
す
か
の
）
に

わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
よ
（
世
）
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る
ら
む
」
の
和
歌
が
あ
る
こ
と
を
知
り
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
は
、『
素
性
集
』
よ
り
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
『
素
性
集
』
の
詞
書
を

確
認
し
て
お
こ
う
。
新
編
私
家
集
大
成
の
『
素
性
集
Ⅰ
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
一
』
所
収
、『
素
性
集　

色
紙
本
』）
に
は
、

　
　

右
大
将
四
十
賀
屛
風
に
、
わ
か
な
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か
す
か
の
に
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
よ
を
い
は
ふ
こ
ゝ
ろ
は
神
そ
し
る
ら
ん�

（『
素
性
集
Ⅰ
』　

四
〇　

新
編
私
家
集
大
成
）

と
あ
り
、
詞
書
か
ら
、「
右
大
将
」
の
「
四
十
賀
」
の
「
屛
風
」
の
た
め
に
、「
わ
か
な
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ま
た
、
同
歌
は
、『
素
性
集
Ⅲ
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
七
』
所
収
、『
素
性
法
師
集　

唐
草
装
飾
本
』）
に
は
、

　
　

い
つ
み
の
大
将
の
卌
賀
の
屛
風
に

春
日
野
に
わ
か
な
つ
み
つ
ゝ
よ
ろ
つ
よ
を
い
は
ふ
心
は
神
そ
し
る
ら
ん�

（『
素
性
集
Ⅲ
』　

四
一　

新
編
私
家
集
大
成
）

と
あ
り
、
詞
書
か
ら
、「
い
つ
み
の
大
将
」
の
「
卌
（
四
十
）
賀
」
の
「
屛
風
」
の
た
め
に
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
い
つ
み
の
大
将
」
の
「
卌
（
四
十
）
賀
」
の
「
屛
風
」
に
つ
い
て
、『
貫
之
集（
（（
（

』
に
は
、

　
　

延
喜
五
年
二
月
い
づ
み
の
大
将
四
十
賀
屛
風
の
う
た
、
お
ほ
せ
ご
と
に
て
こ
れ
を
た
て
ま
つ
る

夏
山
の
か
げ
を
し
げ
み
や
玉
鉾
の
み
ち
ゆ
き
人
も
立
ち
と
ま
る
ら
ん�

（『
貫
之
集
』　

一　

新
編
国
歌
大
観
）

と
あ
り
、
詞
書
か
ら
、「
い
づ
み
の
大
将
」
の
「
四
十
賀
」
の
「
屛
風
の
う
た
」
は
、「
延
喜
五
年
二
月
」
に
帝
の
「
お
ほ
せ
ご
と
」
に
よ
り
、

詠
進
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
和
歌
は
、『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
二
、
夏
、
一
三
〇
番
歌
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
忠
岑
集（
（（
（

』
に
は
、「
右
大
将
」
の
「
四
十
の
が
（
賀
）」
の
「
び
や
う
ぶ
（
屛
風
）」
と
い
う
こ
と
で
、
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右
大
将
さ
だ
く
に
が
四
十
の
が
の
び
や
う
ぶ
、
う
ち
よ
り
て
う
じ
て
つ
か
は
し
け
る

お
は
ら
ぎ
の
も
り
の
し
た
く
さ
し
げ
り
あ
ひ
て
ふ
か
く
も
な
つ
の
な
り
に
け
る
か
な�

（『
忠
岑
集
』　

一
七
〇　

新
編
国
歌
大
観
）

と
い
う
和
歌
が
あ
る
。
詞
書
か
ら
、「
右
大
将
」
で
あ
っ
た
「
さ
だ
く
に
（
定
國
）」
の
「
四
十
の
が
（
賀
）」
の
「
び
や
う
ぶ
（
屛
風
）」
の

た
め
の
和
歌
が
、「
う
ち
（
内
裏
）」
か
ら
の
仰
せ
ご
と
に
よ
り
、
詠
進
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
和
歌
は
、『
拾
遺
和
歌
集
』

巻
第
二
、
夏
、
一
三
六
番
歌
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
公
卿
補
任（
（（
（

』
に
よ
る
と
、「
延
喜
五
年
」
に
「
定
國
」
は
「
大
納
言
」
で
あ
り
、「
右
大
將
」
を
兼
任
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一
氏
が
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
中
）（
（（
（

』
の
「
鑑
賞

と
評
論
」
の
中
で
、

［
上
略
］『
古
今
集
』
の
詞
書
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、［
中
略
］『
貫
之
集
』
に
お
い
て
［
中
略
］「
延
喜
五
年
二
月
［
中
略
］、
泉
の
大

将
の
四
十
の
賀
の
屛
風
の
歌
、
仰
せ
ご
と
に
て
こ
れ
を
奉
る
」
と
あ
っ
て
、
妹
の
尚
侍
満
子
の
主
催
に
な
っ
て
い
る
泉
の
大
将
藤
原
定

国
の
四
十
の
賀
は
醍
醐
天
皇
の
配
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
醍
醐
天
皇
の
生
母
は
こ
の
尚
侍
の
姉
に
あ

た
る
胤
子
で
あ
り
、
天
皇
に
と
っ
て
定
国
は
叔
父
。
満
子
は
叔
母
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。［
中
略
］

　

さ
て
、
こ
の
屛
風
の
絵
は
、
一
月
の
年
中
行
事
で
あ
る
若
菜
摘
み
を
そ
れ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
名
を
持
つ
春
日
野
に
描
く
。
そ
し
て

若
菜
を
摘
ん
で
い
る
画
中
の
人
物
が
「
神
ぞ
知
る
ら
む
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
遠
景
に
春
日
神
社
の
神
殿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
れ
が
春
に
ふ
さ
わ
し
い
春
日
野
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
春
日
神
社
は
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
か
ら
藤
原
氏
の
繁
栄

を
寿
い
で
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
光
源
氏
の
四
十
の
賀
に
玉
鬘
が
若
菜
を
奉
る
『
源
氏
物
語
』
若
菜
の
巻
を
思
い
出
す
ま
で
も
な
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く
、
若
菜
摘
み
の
景
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
定
国
の
四
十
の
賀
を
祝
福
し
て
い
る
の
も
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。　
（
三
五
八
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
片
桐
氏
は
、「
醍
醐
天
皇
の
配
慮
」
に
よ
り
、「
尚
侍
満
子
」
が
兄
の
「
藤
原
定
国
」
の
「
四
十
の
賀
」
を
主
催
し
た
と

い
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
か
ら
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
、
源
氏
の
「
四

十
」
の
「
賀
」
に
玉
鬘
が
「
若
菜
」
を
奉
る
場
面
を
連
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三

五
七
番
歌
が
詠
ま
れ
た
と
こ
ろ
の
行
事
、「
醍
醐
天
皇
の
配
慮
」
に
よ
り
、「
尚
侍
満
子
」
が
兄
の
「
藤
原
定
国
」
の
「
四
十
の
賀
」
を
主
催

し
た
と
い
う
こ
と
が
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
、「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
催
す
場
面
の
准
拠
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
ま
で
は
、
指
摘
を
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

小
町
谷
照
彦
氏
は
「
算
賀
」（「
貴
族
の
通
過
儀
礼
」『
平
安
時
代
の
儀
礼
と
歳
事（
（（
（

』
所
収
）
に
お
い
て
、「
行
事
の
記
録
」
を
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
一
月
か
ら
三
月
の
春
の
時
期
に
女
性
が
主
催
者
と
な
っ
て
親
族
の
男
性
の
「
四
十
賀
」
を
行
な
っ
て
い

る
の
は
二
例
の
み
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、「
尚
侍
」
の
女
性
が
主
催
者
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五

七
番
歌
の
詞
書
に
あ
る
「
内
侍
の
か
み
の
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
の
四
十
賀
し
け
る
時
に
、
四
季
の
ゑ
か
け
る
う
し
ろ
の
屛
風
に
か
き
た

り
け
る
う
た
」
の
み
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
、「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
養
父
で
あ
る
源
氏
に
「
四
十
」
の
「
賀
」
と
し
て
「
若
菜
」
を
献
上
し
、

賀
宴
を
催
す
場
面
と
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
を
比
較
し
て
お
こ
う
。

　
『
古
今
和
歌
集
』
の
詞
書
に
よ
る
と
、「
内
侍
の
か
み
」
の
女
性
が
兄
の
「
四
十
賀
」
を
主
催
し
て
い
て
、『
源
氏
物
語
』
で
は
「
尚
侍
」

の
女
性
が
養
父
の
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、「
内
侍
の
か
み
（
尚
侍
）」
の
女
性
が
親
族
の
男
性
の
「
四

十
」
の
「
賀
」
の
主
催
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。
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ま
た
、『
古
今
和
歌
集
』
の
詞
書
か
ら
、
う
し
ろ
の
「
屛
風
」
に
和
歌
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
源
氏
物

語
』
に
も
「
屛
風
」
が
設
え
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
和
歌
の
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
古
今
和
歌
集
』
の
和
歌
に
は
「
か
す
が
の
（
春
日
野
）」
の
「
わ
か
な
（
若
菜
）」
が
詠

ま
れ
て
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
源
氏
の
和
歌
に
は
「
野
辺
」
の
「
若
菜
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
の
和
歌
に
は

「
よ
ろ
づ
世
を
い
は
ふ
心
は
神
ぞ
し
る
ら
む
」
と
賀
の
主
催
者
で
あ
る
満
子
が
兄
の
藤
原
定
国
の
長
寿
を
祈
る
心
を
素
性
法
師
が
代
詠
し
て

い
て
、『
源
氏
物
語
』
で
は
「
も
と
の
岩
根
を
い
の
る
今
日
か
な
」
と
賀
宴
の
主
催
者
で
あ
る
玉
鬘
が
養
父
の
源
氏
の
長
寿
を
祈
る
心
を
和

歌
に
詠
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
は
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
に
お
い
て
、「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
養

父
の
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
し
て
「
若
菜
」
を
奉
る
場
面
の
構
成
と
類
似
す
る
点
も
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
紫
式
部
が
当
該

場
面
を
構
想
す
る
に
あ
た
り
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
の
詞
書
や
和
歌
の
素
材
、
詠
作
主
体
の
心
情
を
、
物
語
の

構
成
と
し
て
引
き
用
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

後
藤
祥
子
氏
は
、「
引
歌
表
現
の
諸
問
題
―
源
氏
物
語
を
中
心
に
―
」（『
和
歌
と
物
語（
（（
（

』
所
収
）
の
中
で
、「
構
想
の
核
と
し
て
の
引
歌
」

と
し
て
、「
特
定
の
古
歌
が
モ
チ
ー
フ
そ
れ
自
体
と
な
っ
て
物
語
を
す
す
め
て
い
る
場
合
は
少
な
く
な
い
」（
七
五
頁
）
と
指
摘
を
さ
れ
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
尙
侍
」
の
「
滿
子
」
は
「
藤
原
」
氏
で
あ
る
が
、
玉
鬘
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

玉
鬘
は
、
若
か
り
し
頃
の
頭
中
将
と
亡
き
夕
顔
の
遺
児
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
巻
の
「
長
谷
寺
参
詣
」
の
場
面
に
お
い
て
、
玉
鬘

の
一
行
と
右
近
と
が
偶
然
の
再
会
を
果
た
す
の
で
あ
る
が
、
右
近
は
こ
の
時
、
玉
鬘
の
こ
と
を
「
藤
原
の
瑠
璃
君
」（『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
巻

　

一
一
二
～
一
一
三
頁
）
と
呼
ん
で
い
る
。
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ま
た
、『
源
氏
物
語
』
行
幸
巻
に
お
い
て
は
、
源
氏
が
玉
鬘
の
裳
着
と
尚
侍
と
し
て
の
出
仕
を
急
ぐ
場
面
に
、

［
上
略
］
思
し
よ
る
こ
と
も
あ
ら
む
に
は
、
春
日
の
神
の
御
心
違
ひ
ぬ
べ
き
も
、［
中
略
］

こ
の
御
腰
結
に
は
か
の
大
臣
を
な
む
、［
下
略
］�

（『
源
氏
物
語
』
行
幸
巻　

二
九
五
～
二
九
七
頁
）

と
記
さ
れ
る
。
玉
鬘
は
、
本
来
は
藤
原
氏
の
出
自
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
隠
し
て
こ
の
ま
ま
源
氏
と
し
て
出
仕
を
す
る
の
で
は
、「
春
日
の

神
の
御
心
」
に
そ
む
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
玉
鬘
の
裳
着
の
儀
の
御
腰
結
の
役
に
は
あ
の
内
大
臣
を
、
と
源
氏
は
考
え
て
、
玉
鬘

の
実
父
で
あ
る
藤
原
の
内
大
臣
に
玉
鬘
の
裳
着
の
儀
の
御
腰
結
の
役
を
頼
み
、
親
子
の
名
の
り
を
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
玉
鬘
の
出
自
は
藤
原
氏
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
玉
鬘
は
源
氏
の
養
女
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

藤
原
氏
と
源
氏
の
両
方
の
側
面
を
あ
わ
せ
持
つ
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
も
う
一
度
、
玉
鬘
が
主
催
し
た
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
お
こ
う
。『
尊
卑
分
脉（
（（
（

』
に
よ
れ
ば
、

醍
醐
天
皇
の
御
代
に
「
尙
侍
」
と
し
て
出
仕
を
し
た
「
滿
子
」
は
、
内
大
臣
で
あ
っ
た
「
高
藤
」
の
女
子
で
あ
り
、
同
母
の
姉
に
は
「
醍
醐

天
皇
御
母
」
の
「
胤
子
」
が
い
る
。
ま
た
、
同
母
の
兄
は
「
定
國
」
の
他
に
、
右
大
臣
と
な
っ
た
「
定
方
」
も
い
る
。
こ
の
「
定
方
」
に
は

女
子
が
複
数
あ
り
、
一
人
は
紫
式
部
の
曾
祖
父
の
「
兼
輔
」
の
室
、
一
人
は
紫
式
部
の
祖
父
の
「
雅
正
」
の
室
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
紫
式
部

の
父
方
の
祖
母
は
「
定
方
」
の
女
子
で
あ
り
、
ま
た
、
紫
式
部
の
父
方
の
曾
祖
母
も
「
定
方
」
の
女
子
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
定

方
」
の
同
母
の
妹
が
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
「
尙
侍
」
と
し
て
出
仕
を
し
た
「
滿
子
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
井
源
衛
氏
は
、「
紫
式
部
の
父
系
」（『
紫
林
照
径
―
源
氏
物
語
の
新
研
究
（
（（
（

―
』
所
収
）
の
中
で
、
紫
式
部
の
曾
祖
父
の
兼
輔
の
和
歌
や

祖
父
の
雅
正
の
和
歌
が
、『
源
氏
物
語
』
の
中
で
引
き
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
紫
式
部
と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
の
有
名
な
和
歌
が
、『
源
氏
物
語
』
の
中
に
引
き
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
、「
内
侍
の
か
み
」
で
あ
る
満
子
が
兄
の
藤
原
定
国
の
「
四
十
賀
」
を
主
催
し
た
折
に
和
歌

が
詠
ま
れ
た
記
録
を
、『
源
氏
物
語
』
の
若
菜
上
巻
に
お
い
て
、「
尚
侍
」
の
玉
鬘
が
養
父
で
あ
る
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
す
る

場
面
の
准
拠
と
し
て
、
引
き
用
い
た
と
い
う
可
能
性
も
、
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

四

　

小
町
谷
照
彦
氏
は
「
算
賀
」（「
貴
族
の
通
過
儀
礼
」『
平
安
時
代
の
儀
礼
と
歳
事（
（（
（

』
所
収
）
に
お
い
て
、「
行
事
の
記
録
」
を
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
一
月
か
ら
三
月
の
春
の
時
期
に
、
女
性
が
主
催
者
と
な
っ
て
親
族
の
男
性
の
「
四
十
賀
」
を
行
な
っ
て

い
る
の
は
、
二
例
で
あ
っ
た
が
、
も
う
一
例
は
、『
九
暦
』
の
天
暦
元
年
（
九
四
七
年
）
二
月
十
七
日
の
条
に
あ
る
、
女
御
藤
原
安
子
が
父

大
納
言
師
輔
の
「
四
十
賀
」
を
主
催
し
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。

　
『
九
曆（
（（
（

』
の
天
曆
元
年
二
月
十
七
日
の
条
を
確
認
し
て
み
る
と
、「（
天
曆
元
年
二
月
）
十
七
日
、
女
御
爲
賀
予
卌
筭
・
―
」
と
あ
る
。
ま

た
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
、
大
日
本
古
記
錄
の
『
九
曆
』
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、「
女
御
藤
原
安
子
父
師
輔
ノ
四
十
算
賀
ヲ
行
フ
」
と

あ
っ
た
。

　
『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
で
は
、「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
養
父
の
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
古
今
和

歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌
に
よ
り
、「
内
侍
の
か
み
」
の
女
性
が
「
四
十
賀
」
を
主
催
す
る
と
い
う
点
を
用
い
て
、『
九
曆
』
の

天
曆
元
年
二
月
十
七
日
の
条
よ
り
、
女
性
が
「
父
」
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
す
る
と
い
う
点
を
用
い
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。

　

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
で
、「
尚
侍
」
で
あ
る
玉
鬘
が
養
父
の
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
し
て
「
若
菜
」
を
奉
る
場
面
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を
構
想
す
る
に
あ
た
り
、『
伊
勢
集
Ⅰ
』、
六
二
番
歌
（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
五
、
賀
、
二
八
五
番
歌
）
と
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀

歌
、
三
五
七
番
歌
の
、
和
歌
の
素
材
や
詠
作
主
体
の
心
情
を
引
き
用
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
紫
式
部

の
父
方
の
祖
母
と
父
方
の
曾
祖
母
に
ゆ
か
り
の
女
性
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
尙
侍
」
の
「
滿
子
」
が
関
係
す
る
「
四
十
」
の
「
賀
」
に
際
し
て

詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
蛍
巻
に
は
、
源
氏
が
玉
鬘
に
物
語
に
つ
い
て
の
論
を
語
る
場
面
と
し
て
、

源
氏
「［
上
略
］
神
代
よ
り
世
に
あ
る
こ
と
を
記
し
お
き
け
る
な
な
り
。
日
本
紀
な
ど
は
た
だ
か
た
そ
ば
ぞ
か
し
。
こ
れ
ら
に
こ
そ

道
々
し
く
く
は
し
き
こ
と
は
あ
ら
め
」［
中
略
］

源
氏
「
そ
の
人
の
上
と
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
言
ひ
出
づ
る
こ
と
こ
そ
な
け
れ
、
よ
き
も
あ
し
き
も
、
世
に
経
る
人
の
あ
り
さ
ま
の
、
見

る
に
も
飽
か
ず
聞
く
に
も
あ
ま
る
こ
と
を
、
後
の
世
に
も
言
ひ
伝
へ
さ
せ
ま
ほ
し
き
ふ
し
ぶ
し
を
、
心
に
籠
め
が
た
く
て
言
ひ
お
き
は

じ
め
た
る
な
り
。�

（『
源
氏
物
語
』
蛍
巻　

二
一
二
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
物
語
と
い
う
も
の
は
、
神
代
よ
り
世
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
以
下
の
歴
史
書

の
内
容
は
、
ほ
ん
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
物
語
に
こ
そ
道
理
に
か
な
う
、
委
細
を
尽
く
し
た
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

誰
そ
れ
の
身
の
上
と
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
言
う
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
良
い
こ
と
で
あ
れ
悪
い
こ
と
で
あ
れ
、
こ
の
世
の
中
を
生
き
て

い
る
人
の
有
様
の
、
見
て
い
る
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
こ
と
、
人
か
ら
聞
い
て
そ
の
ま
ま
聞
き
流
し
に
は
し
て
お
け
な
い
こ
と
、
後
の
世
に

も
言
い
伝
え
さ
せ
た
い
と
思
わ
れ
る
事
柄
の
一
つ
一
つ
を
、
心
に
留
め
き
れ
ず
に
言
い
伝
え
は
じ
め
た
の
が
物
語
で
あ
る
、
と
い
っ
た
内
容

の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
蛍
巻
の
源
氏
を
通
じ
て
、
作
者
の
物
語
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
記
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、『
紫
式
部
日
記（

（（
（

』
の
寛
弘
七
年
正
月
二
日
の
条
に
は
「
初
子
の
日
」
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、
藤
原
道
長

が
古
歌
を
引
用
す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
の
時
の
紫
式
部
の
感
想
と
し
て
、

あ
た
ら
し
か
ら
む
こ
と
よ
り
も
、
折
ふ
し
の
、
人
の
御
有
様
、
め
で
た
く
お
ぼ
え
さ
せ
た
ま
ふ
。�

（『
紫
式
部
日
記
』　

二
一
七
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
紫
式
部
は
、
こ
う
し
た
行
事
な
ど
の
折
に
は
、
新
し
く
和
歌
を
詠
ず
る
よ
り
も
古
歌
を
引
用
す
る
こ
と
の
方
が
趣
深
い

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

紫
式
部
は
、
虚
構
の
物
語
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
構
想
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
歴
史
上
の
出
来
事
を
物
語
の
素
材
と
し
て
用
い
て
い
る
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
有
名
な
古
歌
の
和
歌
の
素
材
や
詠
作
主
体
の
心
情
を
物
語
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
例
の
一
つ
と
し
て
、

『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
、「
尚
侍
」
の
玉
鬘
が
源
氏
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
す
る
場
面
に
つ
い
て
、
紫
式
部
の
父
方
の
祖
母
や
曾
祖

母
と
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
り
、
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
「
尙
侍
」
と
し
て
出
仕
を
し
た
「
滿
子
」
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
の
行
事
の
記
録
や
そ

の
折
に
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
伊
勢
集
Ⅰ
』、
六
二
番
歌
（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
五
、
賀
、
二
八
五
番
歌
）
や
、
同
じ
「
尙

侍
」
の
「
滿
子
」
が
兄
の
「
定
國
」
の
「
四
十
」
の
「
賀
」
を
主
催
し
た
折
に
詠
ま
れ
た
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
、
賀
歌
、
三
五
七
番
歌

の
、
和
歌
の
素
材
や
詠
作
主
体
の
心
情
を
、
准
拠
と
し
て
用
い
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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1
）　

阿
部
秋
生
・
今
井
源
衛
・
秋
山
虔
・
鈴
木
日
出
男
校
注　
『
源
氏
物
語
』　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

小
学
館

（
2
）　

山
中
裕　
「『
源
氏
物
語
』
若
菜
巻
に
つ
い
て
」（『
源
氏
物
語
の
史
的
研
究
』
所
収　

思
文
閣
史
学
叢
書　

思
文
閣
出
版　

一
九
九
七
年
六

月
）

（
3
）　

浅
尾
広
良　
「
光
源
氏
の
算
賀
―
四
十
賀
の
典
礼
と
准
拠
―
」（『
源
氏
研
究　

第
七
号
』
所
収　

翰
林
書
房　

二
〇
〇
二
年
四
月
）

（
4
）　
『
河
海
抄
』
若
菜
上　
（
玉
上
琢
彌
編　
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』
所
収　

角
川
書
店　

昭
和
四
十
三
年
六
月
）

（
5
）　
『
孟
津
抄
』
若
菜
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（
野
村
精
一
編　
『
孟
津
抄　

中
巻
』
所
収　

桜
楓
社　

昭
和
五
十
六
年
二
月
）

（
6
）　
『
岷
江
入
楚
』
若
菜
上　
（
中
野
幸
一
編　
『
岷
江
入
楚　

自
廿
七
篝
火　

至
四
十
二
雲
隠
』
所
収　

武
蔵
野
書
院　

平
成
九
年
十
月
）

（
7
）　

私
家
集
大
成
『
伊
勢
集
Ⅰ
』
の
底
本
は
、
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
『
い
せ
』。

（
8
）　

私
家
集
大
成
『
伊
勢
集
Ⅱ
』
の
底
本
は
伝
飛
鳥
井
雅
子
筆
本
で
、
そ
の
本
文
の
系
統
は
、
も
と
禁
裏
御
本
で
あ
っ
た
も
の
を
三
条
西
実
隆

が
転
写
し
て
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）　

私
家
集
大
成
『
伊
勢
集
Ⅲ
』
の
底
本
は
、
正
保
版
本
歌
仙
家
集
の
『
伊
勢
集
』
で
あ
る
。

（
10
）　

新
編
国
歌
大
観
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
底
本
に
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
中
院
通
茂
が
用
字
・
字
配
り
・
筆
跡
ま
で
含
め
て
定
家
自

筆
本
を
全
く
そ
の
ま
ま
に
臨
写
し
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
中
院
本
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）　

新
編
国
歌
大
観
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
で
あ
る
。

（
12
）　

清
水
婦
久
子
「
源
氏
物
語
の
和
歌
と
引
歌
―
和
歌
か
ら
物
語
り
へ
―
」（『
源
氏
物
語
の
展
望　

第
七
輯
』
所
収　

三
弥
井
書
店　

平
成
二

十
二
年
三
月
）

（
13
）　

新
編
国
歌
大
観
『
拾
遺
抄
』
の
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
で
あ
る
。

（
14
）　
『
能
因
歌
枕
（
廣
本
）』（
佐
佐
木
信
綱
編　
『
日
本
歌
学
大
系　

第
一
巻
』
所
収　

風
間
書
房　

昭
和
三
十
二
年
三
月
）

（
15
）　
『
八
雲
御
抄
』（
久
曽
神
昇
編　
『
日
本
歌
学
大
系　

別
巻
三
』
所
収　

風
間
書
房　

昭
和
三
十
九
年
五
月
）

（
16
）　
『
五
代
集
歌
枕
』（
久
曽
神
昇
編　
『
日
本
歌
学
大
系　

別
巻
一
』
所
収　

風
間
書
房　

昭
和
三
十
四
年
六
月
）
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（
17
）　

新
編
国
歌
大
観
『
頼
基
集
』
の
底
本
は
、
西
本
願
寺
本
で
あ
る
。

（
18
）　

新
編
国
歌
大
観
『
忠
見
集
』
の
底
本
は
、
西
本
願
寺
本
で
あ
る
。

（
19
）　
『
素
性
集
Ⅰ
』
の
本
文
は
、
新
編
私
家
集
大
成
『
素
性
集
Ⅰ
』
の
翻
刻
を
参
照
し
つ
つ
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
一
』
所
収
、

『
素
性
集　

色
紙
本
』
の
影
印
に
よ
っ
た
。

（
20
）　
『
素
性
集
Ⅲ
』
の
本
文
は
、
新
編
私
家
集
大
成
『
素
性
集
Ⅲ
』
の
翻
刻
を
参
照
し
つ
つ
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
七
』
所
収
、

『
素
性
法
師
集　

唐
草
装
飾
本
』
の
影
印
に
よ
っ
た
。

（
21
）　
『
素
性
集
Ⅱ
』
の
本
文
は
、
新
編
私
家
集
大
成
『
素
性
集
Ⅱ
』
の
翻
刻
を
参
照
し
つ
つ
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
平
安
私
家
集
一
』
所
収
、

『
素
性
集　

唐
紙
本
』
の
影
印
に
よ
っ
た
。

（
22
）　

小
町
谷
照
彦
校
注　
『
拾
遺
和
歌
集
』　

新
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店　

一
九
九
〇
年
一
月

（
23
）　
『
日
本
紀
略
』（『
日
本
紀
略
後
篇
・
百
鍊
抄
』
所
収
）　

新
訂
增
補
國
史
大
系　

黑
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
四
年
十
二
月

（
24
）　
『
西
宮
記　

第
二
』　

故
実
叢
書
編
集
部
編　

明
治
図
書
出
版　

一
九
九
三
年
六
月

（
25
）　

新
編
国
歌
大
観
『
古
今
和
歌
集
』
の
底
本
は
、
伊
達
家
旧
蔵
本
（
複
製
）
で
あ
る
。

（
26
）　

西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫　
『
古
今
集
校
本
［
新
装
ワ
イ
ド
版
］』　

笠
間
書
院　

二
〇
〇
七
年
十
一
月

（
27
）　

片
桐
洋
一　
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
上
）』　

講
談
社　

一
九
九
八
年
二
月

（
28
）　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵　

国
宝
『
古
今
和
歌
集
（
元
永
本
）』　
ｅ
國
寶
（
国
立
博
物
館
所
蔵
国
宝
・
重
要
文
化
財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
参
照
。

（
29
）　

藤
原
定
家
筆　
『
古
今
和
歌
集　
嘉
禄
二
年
本
』（『
古
今
和
歌
集　
嘉
禄
二
年
本
／
古
今
和
歌
集　
貞
応
二
年
本
』
所
収　

冷
泉
家
時
雨
亭

叢
書　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編　

朝
日
新
聞
社　

一
九
九
四
年
十
二
月
）

（
30
）　
『
古
今
集
序
注
』（『
日
本
歌
学
大
系　

別
巻
四
』
所
収　

風
間
書
房　

昭
和
五
十
五
年
四
月
）

（
31
）　

小
沢
正
夫　
「
平
安
前
期
の
歌
論
と
中
国
詩
論
―
藤
原
公
任
の
歌
論
を
中
心
と
し
て
―
」（『
古
今
集
と
漢
文
学
』
所
収　

和
漢
比
較
文
学

叢
書　

和
漢
比
較
文
学
会
編　

汲
古
書
院　

平
成
四
年
九
月
）

（
32
）　

新
編
国
歌
大
観
『
貫
之
集
』
の
底
本
は
、
陽
明
文
庫
本
で
あ
る
。
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（
33
）　

新
編
国
歌
大
観
『
忠
岑
集
』
の
底
本
は
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
丙
類
『
忠
岑
集
』
で
あ
る
。

（
34
）　
『
公
卿
補
任
』　
新
訂
增
補
國
史
大
系　

黑
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館

（
35
）　

片
桐
洋
一　
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
中
）』　

講
談
社　

一
九
九
八
年
二
月

（
36
）　

小
町
谷
照
彦　
「
算
賀
」（「
貴
族
の
通
過
儀
礼
」『
平
安
時
代
の
儀
礼
と
歳
事
』
所
収　

山
中
裕
他
編　

至
文
堂　

平
成
六
年
二
月
）

（
37
）　

後
藤
祥
子　
「
引
歌
表
現
の
諸
問
題
―
源
氏
物
語
を
中
心
に
―
」（『
和
歌
と
物
語
』
所
収　

和
歌
文
学
論
集　

風
間
書
房　

平
成
五
年
九

月
）

（
38
）　
『
尊
卑
分
脉
』　
新
訂
增
補
國
史
大
系　

黑
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館

（
39
）　

今
井
源
衛　
「
紫
式
部
の
父
系
」（『
紫
林
照
径
―
源
氏
物
語
の
新
研
究
―
』
所
収　

角
川
書
店　

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
）（
初
出　
『
源

氏
物
語
講
座　

第
六
巻
』
所
収　

有
精
堂
出
版　

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
）

（
40
）　
『
九
曆
』　

大
日
本
古
記
錄　

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編　

岩
波
書
店　

昭
和
三
十
三
年
三
月

（
41
）　

中
野
幸
一
校
注　
『
紫
式
部
日
記
』（『
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
更
級
日
記
・
讃
岐
典
侍
日
記
』
所
収　

新
編
日
本
古
典
文
学
全

集　

小
学
館　

一
九
九
四
年
九
月
）

付
記　

本
文
の
引
用
は
、
基
本
的
に
、
字
体
等
全
て
が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
翻
刻
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
特
に
統
一
は
し
て
い
な
い
。
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〈
藤
原
氏
系
図
〉

�

『
尊
卑
分
脉
』（
新
訂
增
補

國
史
大
系　

吉
川
弘
文
館
）
を
基
に
、
私
に
摘
記
、
作
成
し
た
。

內
大
臣

鎌

足

右
大
臣

不
比
等

藏
人
頭

冬

嗣

攝
政

太
政
大
臣

良

房

真

楯

內

麿

長

良

攝
政
関
白

基

經

文
德
后

淸
和
母
后

女
子

　明
子

大
納
言

定

國

基

經

元

名

朝

賴

女

子

女

子

女

子

敦

敏

右
大
臣

師

輔

号
九
條
殿

攝
政

太
政
大
臣

伊

尹

攝
政

內
大
臣

道

隆

攝
政

太
政
大
臣

道

長

円
融
院
后

一
條
院
母
后

女
子

　詮
子

道

綱

関
白

太
政
大
臣

兼

通

攝
政
関
白

太
政
大
臣

兼

家

村
上
后

冷
泉
円
融
母
后

女
子

　安
子

攝
津
守

丹
波
守

爲

賴

太
政
大
臣

公

季

陸
奥
守

爲

長

宣

孝

權
中
納
言

爲

輔

関
白
太
政
大
臣

賴

忠

宇
多
天
皇
女
御

醍
醐
天
皇
御
母

胤
子 

母
同

良

門

內
大
臣

高

藤

延
喜
御
代

尙
侍

　母
同

女
子

　滿
子

右
大
臣
左
大
將

定

方

母
同
定
國

号
三
條
右
大
臣

右
中
將

利

基

越
後
守

爲

時

上
東
門
院
女
房

女
子 

紫
式
部

中
納
言

兼

輔

号
堤
中
納
言

周
防
守

豊
前
守

雅

正

攝
政
太
政
大
臣

實

賴

号
小
野
宮
殿

權
中
納
言

文

範

常
陸
介

爲

信

紫
式
部
母

女

子

能
筆佐

理

才
人公

任

近
江
守

参
議淸

經

南
家武

智
麿

北
家

参
議房

前

式
家

参
議宇

合

京
家　麿

　

文
武
天
皇
妃

聖
武
天
皇
母
后

宮

子

聖
武
天
皇
妃

孝
謙
天
皇
母
后

光
明
子

左
大
臣
橘
諸
兄
公
室

多
比
能

醍
醐
后

朱
雀
村
上
母
后

女
子

　穏
子

左
大
臣

時

平

左
大
臣

師

尹

村
上
女
御

芳

子

攝
政
関
白

太
政
大
臣

忠

平

後
一
條
院

御
乳
母

賢

子
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